地球の歴史（http://ja.wikipedia.org/wiki/　を参考）
	地質年代
	年前か
	生物の出来事
	主な示準化石
	その他の出来事

	未来
	
	人類を滅亡させるウィルスの出現？
人類を超える新たな生物種の出現？
	
	地球の平均気温が上昇？

	現在
	０
	人類の産業活動がさかんになる
地球危機（6500万年前以来の大絶滅？）
	絶滅した生物の化石
	人類の活動による地球温暖化

	顕生代

	新生代
	第四紀
	170万
	農耕の開始

人類が進化
	マンモス（絶滅しているため）
	氷期が繰り返し来る
伊豆が衝突

	
	
	第三紀
	6500万
	人類が登場（類人猿）
被子植物、ホ乳類が繁栄

現代に存在する生物のほとんどがこの時代までに出現
	現在とほぼ同じになった
	日本がユーラシア大陸と分離
地球上の地形がほぼ現代に近くなった
日本の中部地方まで熱帯気候であった

	
	大絶滅
（K-T境界）
	6500万
	大絶滅（75%絶滅）
	アンモナイト絶滅
	ユカタン半島に大隕石衝突

	
	中生代
	白亜紀
	１．４億
	ホ乳類が登場

ハ虫類（恐竜）が繁栄

裸子植物が繁栄
	アンモナイト

大型恐竜
	白亜とは元々石灰岩層のこと
温暖な気候

	
	
	ジュラ紀
	２．１億
	大型ハ虫類恐竜の繁栄
	恐竜
始祖鳥
	温暖な気候
低酸素状態からの回復

	
	
	三畳紀
	２．５億
	ハ虫類の繁栄
	
	低酸素状態

	
	大絶滅
（P-T境界）
	２．５億
	生物史上最大絶滅（95％絶滅）
生き残った生物は呼吸器を発達させた
ほ乳類の先祖は子宮と横隔膜を発達させた
	三葉虫絶滅
	パンゲア超大陸の分裂

火山活動による地殻変動
メタンガス燃焼による酸欠（復帰に1億年）
酸素濃度10%
海洋の酸素欠乏

	
	古生代
	二畳紀

（ペルム紀）
	２．９億
	裸子植物が登場
大型両生類の登場
豊かな生態系ができていた
	フズリナ

ウミユリ

サンゴ
	日本列島ができはじめる
酸素濃度30％　平均気温23℃

	
	
	石炭紀
	３．６億
	シダ植物による大森林、両生類が繁栄

巨大な昆虫・節足動物の登場
ゴキブリの先祖（プロトファスマ）が生物史上初めて空へ飛んだ
	石炭
巨大昆虫
	温暖で湿潤な気候であった

	
	
	デボン紀
	４．１億
	大絶滅（82%絶滅）
魚類が繁栄
	硬骨魚類
	気候の寒暖や乾燥など環境の変化が起こった

	
	
	シルル紀
	４．３億
	動物（昆虫）が上陸

シダ植物が上陸
	サンゴ

筆石

三葉虫
	地球上に陸ができはじめた

	
	
	オルドビス紀
	５．１億
	大絶滅（85%絶滅）
セキツイ動物（魚類）の登場
	オウムガイ
	6000光年以内の恒星の超新星爆発による放射能汚染

	
	
	カンブリア紀
	５．７億
	さまざまな無脊椎動物の爆発的登場
（カンブリア爆発）
	原始的な無脊椎動物（アノマロカリスなど）
	地球の表面のほとんどが海となる
温暖な気候であった

	大絶滅
（V-C境界）
	5．45億年
	大絶滅
	エディアカラ生物群(軟体動物の仲間)
	ゴンドワナ大陸の分裂
火山活動による環境大変化

	先カンブリア代
	原生代
	２５億
	動物が登場

多細胞生物が登場

藻類による酸素の発生
	ストロマトライト（ラン藻類の死骸でできた化石）
	日本列島最古の岩石

酸素からオゾン層ができる
海水が緑から青に変わる（海水中の鉄が酸化して沈殿）

	
	太古代
	４０億
	光合成・酸素呼吸の開始

38億年前に真正細菌と真核生物が登場

生命誕生（全生物の共通祖先）
	最古の化石
	内核の成長（磁場の発生）

最古の堆積岩

	
	冥王代
	４６億年
	生物は発見されていない
複雑な化学物質ができはじめる
（後のタンパク質となる）
	なし
	原始海洋・大気ができはじめる
マグマの海であった
地球誕生

	
	恒星の誕生
	50億年
	－
	なし
	太陽の誕生

	
	ビッグバン
	138億年
	－
	なし
	宇宙の誕生


